






Attitudes toward problem behavior and adjustment to school in junior high school 
students　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　The present study aimed to clarify attitudes toward problem behavior in junior high 
school students and their relationship with school adjustment, exploring differences by 
gender and grade. A total of 683 junior high school students responded to anonymous 
questionnaires assessing attitudes toward problem behavior, satisfaction in class, and 
perceived stress in school. Older students were more likely than younger students to 
find problem behavior acceptable, a finding that partially replicates those of previous 
studies. More girls than boys reported less-serious problem behavior, such as snacking 
in school and using cell phones during class, as acceptable. Overall, better school 
adjustment—as shown in greater academic motivation and a more favorable 
relationship with teachers—predicted less-tolerant attitudes toward problem behavior 
in both boys and girls. However, the causal relationships between attitudes toward 
and engagement in problem behavior remain inconclusive. The results were discussed 




























































































































































3 ． 1 ． 2 ．学校生活満足度
　実施した13項目を因子分析（主因子法，バリマックス回転）した結果，
河村（1999a）と同様の 2 因子が抽出された。因子負荷量が低い 1 項目
（「私は学校に行きたくないときがある」）を除外し，第 1 因子を「承認」










先生の言うことに従わない 0.451 0.410 
学校の廊下や通学路などを大声で話しながら歩く 0.442 0.176 
授業中に友人と（授業に関係のない）話をする 　 0.440 0.227 
Ⅱ　エスカレートした問題行動に対する規範意識（α＝0.840）
学校のものをわざと傷つけたり，こわしたりする 0.225 0.715 
テストでカンニングをする 0.136 0.705 
授業中にうるさくしたり，言うことを聞かない 0.351 0.609 
理由なく学校を遅刻，早退，欠席する 0.306 0.562 
先生や友人に嘘をついたり，だましたりする 0.100 0.558 









3 ． 1 ． 3 ．学校ストレス
　実施した16項目を因子分析（主因子法，バリマックス回転）した結果，









3 ． 1 ． 4 ．スクール・モラール・スケール
　実施した12項目を因子分析（主因子法，バリマックス回転）した結果，















F（2, 684）=32.18, p<.01）および交互作用（F（2, 684）=3.19, p<.05）が
認められた（Table 2）。多重比較（TukeyのHSD法）によれば，「校則違反」
については，男子より女子のほうが規範意識が低く，また 1 年生よりも 2 ，














1 年 2 年 3 年 主効果（F） 交互作用
男子 女子 男子 女子 男子 女子 性別 学年
校則違反 34.08 30.83 27.87 25.60 28.36 26.14 5.57* 32.18** 3.19*
（7.29）（6.69）（9.34）（8.48）（8.57）（7.99）（男子<女子）（1>2,3）






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 ． 2 ． 2 ．学校適応の性差と学年差
　学校生活満足度の「承認」に対しては，性別の主効果（F（1, 684）
=9.12, p<.01）と学年の主効果（F（2, 684）=9.60, p<.01）が認められ，男
子より女子のほうが，また 1 年生のほうが 2 ， 3 年生よりも有意に得点
が高かった。「被侵害・不適応」に対しては，学年の主効果（F（2, 684）
=4.49, p<.05）のみが認められ， 3 年生が 1 年生よりも有意に高かった。
交互作用はいずれも有意には至らなかった。 2 つの下位尺度のいずれにお














年の主効果のみ（F（2, 684）=17.08, p<.05）が認められ， 1 年生が 2 ， 3
年生よりモラールが高く，援助ニーズが低かった。






















　 1 2 3 4 5 6 7 8
１ 承認・満足 −
2 被侵害・不適応 -.37** −
3 クラス・対人関係 .68** -.38** −
4 学習意欲 .36** -.12** .37** −
5 教師との関係・学業 -.19** −
6 部活動 .10** -.10** -.10** .27** −
7 友人関係 -.14** .38** -.19** -.08* .34** .23** −
8 校則違反 .12** .28** -.25** -.09* −



























学年 -.221**/-.162** n. s./n. s.
承認 .252**/n. s. .248**/n. s.
被侵害・不適応 n. s./n. s. n. s./n. s.
クラス・対人関係 .237**/n. s. .255**/n. s.
学習意欲 .244**/.175** .253**/.299**
教師との関係・学業 -.137*/-.209* -.149**/n. s.



































































































































































Stienberg, L., & Monahan, K.C. 2007 Age differences in resistance to peer 
influence.  Developmental Psychology, 43, 1531-1543.
Stice, E., & Gonzales, N. 1998  Adolescent temperament moderates the 
relation of parenting to antisocial behavior and substance use.  Journal 
of Adolescent Research, 13, 5-31.
鈴 木有美・櫻井健多・平出彦仁　2004　青年期における問題行動と精神的
健康　中部大学人文学部研究論集，11，109-133．
高 木邦子・山本将士・速水敏彦　2006　高校生の問題行動の規定因の検討
―有能感，教師・親・友人関係との関連に着目して―　名古屋大学大学
院教育発達科学研究，53，107-120.
臼 井茉莉・橘　真彦　2007　中学生における規範意識とそれに影響を及ぼ
す要因　宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要，30，165-173．
山 内祐司　2004　学校の問題行動抑制機能―ボンド理論の再構成と実証の
試み―　犯罪社会学研究，29，114-126.
付記
　 　本論文の基礎資料となった調査にご協力を賜りました各校の先生方な
らびに生徒の皆さんに，深く感謝申し上げます。
